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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

15 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ２５ マタイ１０ 使徒 ３：１ ～１０
16 ２６ １１ 主 使徒 ４：２３～３１
17 ２７ １２ の 使徒 ５：１２～３２
18 ２８ １３ 証 使徒 ７：５４～６０
19 ２９ １４ 人 使徒 ８：２６～４０
20 ３０ １５ た 使徒 １１：１９～２６
21 ３１ １６ ち 使徒 １２：１ ～１１
22 ３２ １７ マタイ ３：１ ～６

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
結婚記念日（１７日 宮本忠則･廣田めぐみご夫妻）
召天記念日（１７日 藏元 恵子 さん １９９９年、

１９日 伊藤 彬 師 １９８６年）
① 教会創立38年を迎えた姫路あけぼの教会の前途に祝福を。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 田中 謙 兄の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 渋谷教会(藤村和義師、藤村光子師)の上に神様の祝福を。

１ 本日の礼拝に仲森文穏先生がお出で下さり、尊いメッセ
ージを取次いで戴き感謝します。また先週、ﾍﾟﾝﾃｺｽﾃ礼拝
を守り、山西紗月さん、廣田桃愛さんの子ども祝福式を行
い、欠席の方々のため寄書きをし、幸いでした。感謝！

３ 廣田正義兄と小松一代姉は小康状態です。尚、廣田牧師
がシャントの血流が悪く、20日(金)に入院手術をし、21日
(土)に透析後に退院予定です。特にお祈り下さい。

４ 新会堂建築のため 先週、礼拝献金3,000円献げられ感謝！
牧会短針 ○６月第二日曜日は「子どもの日、花の日」です。
その起源は、レオナ－ド牧師が教会の礼拝で「もっと子ども
たちのことを考え、彼らのことを大切にしよう」と説教し、
子どもの献児式、幼児祝福式を持ったこと。或いは、礼拝堂
で美しい花を飾り、大人と子どもと一緒の礼拝を守り、集ま
ってきた子どもに牧師の署名入りの聖書や花を贈るようにし
たことにある、とも言われています。○６月第三日曜日は「父
の日」です。1909年アメリカのドット婦人が父親に感謝する
日が必要であると牧師協会に嘆願したことが始まりです。彼
女の父は、南北戦争終結後の悲惨な状況の中で妻に先立たれ、
子どもを男手一つで育てあげました。そんな父に育てられた
彼女は「母の日」が出来たことを知り、父の愛情と絶え間な
い努力に感謝するための「父の日」の制定を提唱した。その
後「父の日」の行事が各地に広まったのです。 今週の牧師の予定

◎先週の報告 礼拝･子ども祝福式･寄書き8名,子ども教会2＋6名
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◎今週の御言葉 「野の花、空の鳥(2)」（ルカの福音書12章
22節～34節) 「小さな群れよ。恐れることはない。
あなたがたの父は、喜んであなたがたに御国をお与えになる
からです｣(12:32)。 仲森文穩

○命や体を保つためには食物や衣類が必要です。しかし食物
様や衣服様が私たちを養う訳ではありません。イエス様は弟子た
ちに「あなた方の命や体を養い給うのは神様です。何を食べようか
何を着ようかと気をもみ、心や体を損なうのはやめなさい。ただ、神の
国を求めなさい」と話されました。Ⅰペテロ１：４に示されている「天に
蓄えられている朽ちず、汚れず、しぼまない財産」を目当てとし、神
様に自分を委ね、御心にかなう道を選び取って生活しよう、と教え
ておられます。
○中島美香さんの「僕が死のうと思ったのは」という歌がありま

す。作詩作曲は秋田ひろむさんで、若い人の気持ちを歌っている
ようです。例えば、「僕が死のうと思ったのは、靴ひもがほどけたか
ら」。その理由は「結び直すのは苦手なんだよ。人とのつながりもま
た然り」と続きます。死ぬことばかり考える僕ですが、徐々に希望の
光がさして、「この世に少し期待するよ」という言葉で終わります。人
を生かすのは希望の光です。
○希望と言えば、「パンドラの箱」の話があります。人間が傲慢

になったことにゼウスが怒り、パンドラに箱を持たせ地上に送ります。
パンドラがふたを開けると、あらゆる不幸や悲しみが飛び出して箱の
底に希望だけがとり残されたとか、あるいは箱の底から希望が「出
してください」と願ったので、不幸の多い世界に希望がやどったとか、
言われます。ロシアもイスラエルも、そしてアメリカも傍若無人で非
人道的なふるまいをこれ以上続けて、何らかのしっぺ返しを受ける
ことがないよう、祈るばかりです。
○でも、そんな血なまぐさいこの世から、聖書の世界に目を転じ

ると、一筋の希望の光を見る思いがします。イエス様のまなざしは、
いつの時代も小さいもの、弱いものに向けられています。弱さを恥じ
ることがありますが、神様は「あなたが弱い時、私の強さがあなたの
中で十二分に働くのだ」と仰います。それがキリスト者の強さです。
野の花、空の鳥を養う神様の恵みに目をとめ、「気をもむのはやめ
なさい」との御言葉を心に留めましょう。神様がいつも心と体を養っ
てくださることを感謝し、平安の中を歩む私たちでありたく思います。


